
　
須
川
も
大
雨
に
よ
る
洪
水
が
多

く
、
下
流
部
で
は
蛇
行
も
激
し
い

も
の
で
し
た
。

　
須
川
に
関
わ
る
本
町
の
洪
水
は
、

主
に
車
渕
と
呼
ば
れ
る
船
町
の
西
、

須
川
の
蛇
行
帯
が
大
水
に
よ
っ
て

突
き
破
ら
れ
、
あ
ふ
れ
た
水
が
北

に
流
れ
る
こ
と
に
よ
り
発
生
し
ま

し
た
。
水
流
は
、
向
新
田
村
か
ら

達
磨
寺
村
の
東
と
西
の
二
つ
の
流

れ
と
な
り
、
東
流
は
須
川
沿
い
の

自
然
堤
防
と
集
落
の
間
を
文
新
田

か
ら
三
軒
屋
へ
と
流
れ
る
一
方
、

西
流
は
立
道
に
流
れ
て
低
湿
地
の

渋
沼
に
注
ぎ
込
み
ま
し
た
。

　
須
川
下
流
域
で
は
、
自
然
堤
防

が
よ
く
発
達
し
て
お
り
、
特
に
、

須
川
左
岸
で
は
自
然
堤
防
上
が
桑

畑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
天
明
８
年
（
１
７
８
８
）
の
絵

図
で
は
、
立
道
の
周
辺
と
達
磨
寺

村
の
西
、
さ
ら
に
広
瀬
と
沢
田
に

水
溜
り
や
低
湿
地
が
記
さ
れ
て
お

り
、
達
磨
寺
村
の
東
西
に
あ
る
低

地
が
遊
水
地
の
役
割
を
果
た
し
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
車
渕
は
、
船
町
集
落
の
南
端
、

須
川
右
岸
左
岸
の
曲
流
部
を
い
い

ま
す
が
、
こ
こ
は
自
然
堤
防
が
一

段
と
低
い
地
形
で
今
日
の
県
道
山

第８４話　溜池・堤防の決壊と修復

辺
船
町
線
沿
い
の
船
町
集
落
南
と

鶴
田
橋
の
間
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
鶴
田
の
標
高
は
１
０
１
・
７ｍ
、

県
道
山
辺
船
町
線
の
標
高
９７
・
２

ｍ
の
窪
地
か
ら
あ
ふ
れ
た
須
川
の

洪
水
は
、
達
磨
寺
西
で
は
標
高
９２

ｍ
、
達
磨
寺
東
と
向
新
田
東
は

９３
・
１ｍ
、
こ
の
間
約
１
㎞
の
勾

配
は
約
６
・
７ｍ
に
も
な
る
こ
と

か
ら
大
き
な
出
水
で
は
相
当
な
流

速
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

※
参
考　
中
山
町
史　
中
巻
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第
９
章
第
１
節　
風
水
害
と
対

策

雪の上の熱い戦い！雪中カルタ大会
　
２
月
２
日
、
雪
の
上
に
並

べ
ら
れ
た
カ
ル
タ
の
札
を
取

り
合
う
「
第
２７
回
な
か
や
ま

雪
中
カ
ル
タ
大
会
（
主
催
：

町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
）」

が
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
地
元
の
歴

史
や
伝
統
行
事
に
ち
な
ん
だ

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
ル
タ（
☆
）

を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に

ふ
る
さ
と
で
あ
る
中
山
町
を

よ
く
理
解
し
、
愛
す
る
心
を

育
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
雪
が
少
な
く
、
屋

内
で
の
開
催
も
検
討
さ
れ
た

そ
う
で
す
が
、
会
場
の
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
前
日
降
っ

た
雪
の
お
か
げ
で
絶
好
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
町
内
の
１４

の
分
団
か
ら
、
小
学
生
と
保

護
者
合
わ
せ
て
４
３
３
名
が

参
加
し
、
分
団
対
抗
で
と
っ

た
札
の
数
を
競
い
合
い
ま
し

た
。

　

札
が
読
み
上
げ
ら
れ
る

と
、
目
的
の
絵
札
を
目
指
し

て
元
気
に
走
り
出
す
参
加
者

た
ち
。
雪
に
足
を
と
ら
れ
て

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
転
ん
で

し
ま
う
児
童
も
い
ま
し
た

が
、「
雪
の
上
は
転
ん
で
も

痛
く
な
い
か
ら
平
気
。
思

い
っ
き
り
走
れ
る
か
ら
楽
し

い
！
」
と
雪
の
上
を
元
気
に

駆
け
回
っ
て
い
ま
し
た
。
会

場
に
は
子
ど
も
た
ち
の
歓
声

と
保
護
者
の
声
援
が
響
き
、

今
年
も
に
ぎ
や
か
な
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

▲競技終了後は「ボランティアあ
さひ」の皆さんから玉こんにゃく
が振舞われ、参加者は冷えた体を
暖めました。

そろって札を取ったという親子も。
大津和弘さん・飛雅くん（柳沢分団）

☆�次のようなオリジナルカルタで、
地元への理解を深めました。【大会結果】

Ａブロック
１　位 梅ヶ枝町分団
２　位 １分団（達磨寺・向新田）
３　位 ３分団（旭町、川端、下川、柳町、中町、中原、広瀬）
敢闘賞 柳沢分団、小塩分団

Ｂブロック
１　位 岡分団
２　位 あおば分団
３　位 ２分団（新田町、新町、上町、元町）
敢闘賞 いずみ分団

Ｃブロック
１　位 桜町分団
２　位 ５・６分団（三軒屋、落合、文新田）
３　位 土橋分団
敢闘賞 金沢分団、４分団（北小路、西小路、西町、南小路）

山あいの 「岩谷観音」 目の神様

土橋に 昔からある 「獅子踊り」

岡
おか

は　札
ふだ

所
しょ

の　十四番お

や

つ

　
今
か
ら
５４
年
前
の
昭
和
３５
年
５
月
１０
日
、

昭
和
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
中
山
町
を
初
め
て

通
過
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
両
陛
下
は
上
山
で
行
わ
れ
た
国

土
緑
化
大
会
植
樹
行
事
に
参
加
さ
れ
た
後
、

寒
河
江
市
の
県
林
業
指
導
所
を
ご
見
学
さ
れ

る
た
め
、
中
山
町
を
通
過
さ
れ
ま
し
た
。

　
沿
道
で
は
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

約
８
０
０
０
人
も
の
町
民
が
手
に
日
の
丸
旗

を
持
っ
て
出
迎
え
、
両
陛
下
は
終
始
に
こ
や

中山町誕生
（昭和２９年）
中山町誕生
（昭和２９年）

今から５４年前…

タイムスリ
ップなかやま

Vol.10

昭和天皇、中山町ご通過
（昭和３５年）

すもものしずくちゃん
案内人

すもものしずくちゃんの
詳細はフェイスブックで

か
な
表
情
で
手
を
振
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

寒
河
江
か
ら
お
帰
り
に

な
る
時
は
中
山
町
の
立
道

を
通
っ
て
山
辺
へ
行
か
れ
、

こ
の
日
両
陛
下
は
上
山
の

村
尾
旅
館
に
ご
宿
泊
さ
れ

た
ん
で
す
も
も
。
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